






























































































































































































































































































































































































実在資産： 自己資本： 経営費用 経営収益
●　・　．　●　●　●　o　●　・ ●　●　o　o　●　，　●　o　● 財務費用 財務収益
曜　・　●　●　嘩　璽　囎　・　亀 再評価差異： 臨時費用 臨時収益
■　畳　伊　■　●　o　●　o　■ 任意再評価差異 減価償却費 減価償却費戻入
●　・　o　■　●　●　○　●　● 再評価積立金 引当金繰入 引当金戻入
●　・　●　■　●　●　●　o　● 当期成果　← 従業員参加
o　●　●　●　■　o　●　●　● 再評価特別引当金 所得税
●　曾　o　●　●　●　O　o　o ．　・　●　●　．　●　．　，　9 一　一　一　　一　r　－　■　一　｝　“　一　■　一　層　o　－　■　噂　一　一　一　一　一　回 一一一鵯一一艦r－■，一冒■一一「一ロρ一一一冒























































































●　●　●　●　・　・　●　o　． 債務： （借方）　　　未実現成果計算書 （貸方）
擬制資産： 再評価差異：
危険・費用引当金繰入： 任意再評価差異
●　●　●　●　●　o　●　●　・ 再評価積立金
，　o　■　●　●　●　・ 再評価特別引当金
●　●　●　●　o　●　・　o　・ o　●　●　，　●　●　・　・　．
調整勘定： 調整勘定：
前払費用 前受収益
未収収益 未払費用
期間配分費用 ●　●　6　●　■　●　●　・　・
その他の勘定： その他の勘定：
社債償還差金 ■　o　●　●　o　●　●　■　●
積極側換算差額 消極側換算差額
繭　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　闇　“　一　一　r　－　一　一　一　一　F　”　一　騨　璽　一　回　一　一　一 一　一　一　一　一　一　一　層　曽　伽　一　一　一　一　一　一　層　層　一　一　一　一　一　一　一　一　一
（利益）　　　当期処分不能成果 （損失）
????????????????????
bo??
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額は貸借対照表積極側に計上され，費用・危険引当金はその消極側に計上される。ここで，成
果計算書分離法表示による貸借対照表と成果勘定の関係を表で示すと，次の表（皿一2－2）のと
おりになる。
結 論
　以上，現行の仏制度会計では，貸借対照表の表示能力が企業の財産状態から財政状態へと拡
張されたことにより，その積極側には，実在資産，擬制資産，積極側調整勘定およびその他の
積極側勘定が計上されたのに対して，その消極側には自己資本，危険・費用引当金，債務消
極側調整勘定およびその他の消極側勘定が計上されたことを検討してきた。
　現行の貸借対照表で表示される企業の則’政状態は，財産と非財産の項口の計上によって明ら
かにされる。これは，その積極側に表示される正の財政状態とその消極側にて表示される負の
財政状態とに区分される。正の財政状態については，その中核をなすのが正の財産項目である。
それに正の非財産項目を加える。それに対して，負の財政状態については，その中核をなすの
が負の財産項目である。それに負の非財産項目および自己資本を加える。つまり，正の財政状
態項目には，正の財産項目としての実在資産，正の非財産項目としての擬制資産，積極側調整
勘定およびその他の積極側勘定を計上する。それに対して，負の財政状態項目には，負の財産
項目としての債務，負の非財産項目としての危険・費用引当金，消極側調整勘定目およびその
他の消極側項目を計上する。さらに，正と負の項目の差額に相当する自己資本をも計上する。
この拡張表示によって，現行の貸借対照表積極側には，本来の資産とは異質な企業資金の運用
結果による配分額をも計上することになる。その消極側には，本来の債務とは異質な第三者へ
の返済義務のない費用および未実現収益をも計上することになる。
　貸借対照表分離法によると，財産貸借対照表は，その表示能力が純化されるので，企業の財
産状態を明示する機能をもつこととなる。それに対して，非財産貸惜対照表は，その表示能力
が情報開示の側面を強調した様式となるので，企業の財政状態を明示することになる。成果計
算書分離法によると，実現成果計算書は，その表示能力が純化されるので，企業の経営成績を
明示する機能をもつことになる。それに対して，未実現成果計算書は，その表示能力が情報開
示の側面を強調した様式となり，企業資金の運用状態を明示する機能をもつことになる。
注（1）r6sultatとは，1つの口標に向かって導かれる意識的な活動である。企業会計の場合には勘定の差
　　額として意味づけられる。本稿では，r6sultatを「成果」と訳する。　Henri　COTTEZ，　Josette　REY－
　　DEBOVE，　Alain　REY，“Le　Petit　Robert　1”，　Dictionnaires　LE　ROBERT，1988，　P．1694．
　（2＞貸借対照表の作成日が期間成果の処分前かまたは処分後かによって，f当期経営成果」が記載され
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　たり，しなかったりする。期間成果の処分後に作成される貸借対照表には，純資産状態（situation
　nette）が明示される。
（3）森川八洲男，『財務会計』，税務経理協会，1988年2月，p．33．
（4）　Sous　la　direction　d’Eric　de　la　VILLEGUERIN，‘‘Dictionnaire　de　la　comptabilit白”，　Les
　Publications　Fiduciaires，　Septembre　1984，　pp20～21．
（6）E．Villegu6rinによると，債務には営業債権（dettes　d’exploitation）および予見債務（dettes
　provisionn6es）がある。前者は営業循環上，生じる債務およびそれに類似する債務である。これが
　本来の債務といわれる。後者は決算時に評価される。その対象が明らかであるけれども，その支払日
　またはその金額が未確定である。これは潜在的債務（dettes　potentielles）といわれ，危険・費用引
　当金がこれに該当する。
　Sous　la　direction　d’Eric　de　la　VILLEGUERIN，　op．　cit．，　p．313．
（6）　Ibid．，　p．112．
（7）Jean　RAFFEGEAU，　Pierre　DUFILS，　Jean　CORRE　et　Claude　LOPATER，‘‘Memento　pratique
　Francis　LEFEBVRE　Comptable　1988’，　Francis　LEFEBVRE，　Octobre　1987，　p．13．
（8）Isabelle　de　KERVILER　et　Lolc　de　KERVILER，‘‘La　comptabilit696n6ral”，　Economlca，
　1986，p．102．
（9）Alain　BURLAUD，‘Les　m6thodes　d’色valuation　en　co血ts　historiques’，‘‘Principes　comptables
　et　information　financiere”，　Edition　Comptables　Malesherbes，1988，　p．53．
⑩　租税一般法附属書H第171D条「①各償却不能固定資産について，維持すべき価値は，慎重で用
　心深い企業主が当該資産を取得するために受入れる支出額に相当する。これは，企業主が当該資産を
　取得するにあたって，その効果を考慮する場合である。当該資産の効果によって企業目的を実現させ
　るためには，企業が当該資産を所有する。」
ω　Isabelle　de　KERVILER　et　LoTc　de　KERVILER，　op．　cit．，　p．91．
⑫　Jean　RAFFEGEAU，　Pierre　DUFLIS，　Jean　CORRE　et　Claude　LOPATER，　op．　cit．，　p．13．
⑬　　Ibid．，　p．13．
a4）　Ibid．，　p．15，
あとがき 篤村剛雄教授を偲ぶ
　私が最初に鳥村剛雄教授とお会いしたのは，1985年の冬に東京経済大学で開催された日本
会計研究学会関東部会で，森川八洲男教授から紹介して頂いたときである。そのときの鳥村教
授の印象は，寒さのせいか背を丸くして，発表会場から懇親会会場に移動する後ろ姿でした。
　1986年4月に，明治大学大学院に入学したときには，研究者として第一歩を確実に歩み始
めたと確信し，希望に満ちた日々でした。ところが，罵村研究室で会計学の研究を始めてから
3ヵ月も経とうとした頃，鳥村教授は私に次のように言いました。「吉岡，魚という生き物は，
自分の泳いでいる器の大きさを知っている。俺の所の鯉は，池の大きさに合わせて成長してい
るんだ。本来なら，鯉は1m以上にも成長するんだが，俺の所の池が小さいので，鯉が1m以
上も育ったら生きていけないんだ。だから，大西洋の魚は太平洋の魚よりも小さいんだよ。」
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この話を聞いたとき，世間一般の評仙では，罵村教授は会計学会屈指の理論家であるといわれ
ているが，これは嘘ではないかと思いました。罵村研究室にいては研究成果があげられないと
思い，早々に別の進路を考えた方がよいのではないか，とも考えるようになりました。
　修士論文「フランス会計における忠実な写像概念の移植」の研究指導を受けるために，私は，
罵村研究室でレジメを配付し，発表しました。その発表のときに，私自身が理解できない箇所
を故意に隠し，不明瞭に発表しました。その箇所を罵村教授は的確に指摘されました。そのと
きは，私の心臓が鷲掴みにされたようでした。そのとき以来，罵村教授は世間で言われている
以上の大学者である，と確信しました。発表の後，鳥村教授と一緒に明大近くの食堂「名舌亭」
で昼食を取り，罵村教授がそのときに支払った500円札を指導教授の偉大さを認識した記念と
して，私の手許に取っておきました。私が博士後期課程に進学したときに，この500円札に爲
村教授に署名をお願いしたところ，「努力」と書かれました。これは私の宝物となり，それ以
後，財布に入れて肌身離さず，身につけています。
　最後に，r経営論集』鳥村剛雄教授追悼論文集に執筆の機会を与えて頂き，明治大学経営学
部に心からお礼を申し上げます。
